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子供が鼻や耳に入れる小物が側にないよう、
部屋の中は整理整とんをする。

子供はビーズやプラスチックの玉、小
さなブロックやおかしなどをおもしろ半
分で鼻や耳に詰めて遊ぶことがありま
す。異物が詰まって取れなくなり、思
わぬ事故に至ることもあるので注意が
必要です。特に鼻から入ったものは、
長時間そのままにしておくと鼻の中の
粘膜に炎症を引き起こします。

外で友達同士で遊ぶことが多くなるので、
住まいの近くの池や川、浄化槽や防火水
槽など子供が落ちる危険な場所がない
か確認しておきましょう。浅瀬でも流れ
があると、バランスを崩して転ぶと簡単
には立ち上がれません。

水遊びは子供を開放的な気分にさせる
遊びですが、子供はわずかな水深でも
おぼれてしまいます。浅瀬だから、庭の
ビニールプールだから、と安心して目を
離すと大変危険です。

子供ののどは未発達なので、気管に物
が入りやすくなっています。落ち着い
て食べないとあめをのどに詰まらせた
り、食べ物が飲み込めなかったりして、
窒息してしまうことがあります。

03（3568）3711☎

TOKYO子育て情報サービス

妊娠・子育て及び事故防止等に関する情報を24時間、電話（音声
自動応答）とインターネットにより提供しています。

または　東京都福祉保健局ホームページトップ＞子供家庭
＞子育て支援＞TOKYO子育て情報サービス

TOKYO子育て情報サービス�

東京消防庁救急相談センター　♯7119

急な病気やケガをした場合に、「救急車を呼んだほうがいいのか？」「今
すぐ病院に行ったほうがいいのか？」等迷った際の相談窓口です。相談
医療チーム（医師、看護師、救急隊経験者等の職員）が対応しています。

☎ 7119（携帯電話、PHS、プッシュ回線）
（ダイヤル回線からは）　2  3   区：03-3212-2323

多摩地区：042-521-2323
相談日時　24時間年中無休

03（5320）4388☎

ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）電話相談

SIDSをはじめ、その他の病気・流産・死産・事故などで赤ちゃんを亡
くされたご家族の精神的な支援のために、専門職（保健師又は助産師）や
ビフレンダー（同じ体験をしたご家族）による電話相談を行っています。

相談日時 金曜日（休日・年末年始を除く）
 午前１０時から午後４時まで

子供の健康相談室（小児救急相談）

子供の健康・救急に関する相談に看護師や保健師等が応じています。
また、必要に応じて小児科医師が対応します。

相談日時　○月曜日から金曜日（休日・年末年始を除く）
　　　　　　午後６時から翌朝８時まで
　　　　　○土・日・休日・年末年始
　　　　　　午前８時から翌朝８時まで

03（5285）8898☎
8000（携帯電話、プッシュ回線の固定電話。

ただし、ひかり電話、ＩＰ電話からは、つながりません。）



子供のまわりには危険がいっぱい

子供は体のわりに頭が大きく重心が高いた
め、バランスを崩してよく転倒します。走っ
ていて足がもつれたり、三輪車等に乗って
いて石や段差で転倒したりします。まだま
だ上手に手を出すことができず、顔面から
アスファルトやコンクリートに転倒すると大
きな事故になる場合があります。

浴室のタイルは水や石けんですべりやす
く、転倒するとおけや浴槽、ドアの桟（さ
ん）で打撲したり切傷したりします。

すべり台で前をすべっている友達を後ろから押
したり、ブランコに立ち乗りをしていて転落し、
戻ってきたブランコに当たったりすることがあ
ります。子供は決まった遊び方では物足りずに
無理なことをしようとするので、安全に作られ
ている遊具でも遊び方を誤れば事故の引き金
となり、おもわぬけがを負ってしまいます。

お母さんがおしゃべりに夢中になっているわ
ずかなすきに、ジャンプしたり、走ったり、
三輪車をこいだりして、子供は思いがけない
ところに移動します。また、ソファーからジャ
ンプして飛び降り、テーブルにぶつかったり、
走ってドアや柱にあたったりします。危険な
遊び方を始めたら、きちんと指導しましょう。

ベランダや窓の向こう側の景色に子供
は興味津々です。子供の好奇心をくす
ぐる場所であるのと合わせて、転落し
たときの被害の大きさも忘れてはなり
ません。高い階にあるベランダからの
転落事故は死亡や重傷などの生命に
かかわる事故につながります。

車のドアを閉めるとき、子供の手があ
るのに気付かず閉めてしまうと、大き
なけがを負ってしまいます。車のドア
は子供が開けられないようにドアロック
しておき、パワーウインドーを閉める
ときは、窓から顔や手が出ていないか
確認してから行います。また、自転車
に乗せていて後輪に足を挟む事故も
起こっています。

子供はなかなかじっと座っていられませ
ん。チャイルドシートに嫌がって座らな
いと、使用しないで乗せてしまいがちに
なりますが、スピードを出していなくて
も、衝突による力は子供を死亡させた
り、ひどく傷つけてしまいます。走行中、
子供に車内の装置を触らせないようにす
るためにもチャイルドシートに座らせ、
シートベルトをしっかり閉めておきます。

子供は遊びに夢中になってしまうと、周囲に
注意を払うことがなかなかうまくできませ
ん。信号の変わり際に横断歩道を渡って車
と接触したり、ボールを追って道路に飛び出
しひかれてしまったりすることがあります。

子供は大人のまねをしたがり、引き出しに入っ
ている薬を取り出して誤飲してしまうことがあ
ります。トイレ用洗剤、カビ取り剤、漂白剤
なども無造作に置いておくと誤飲する危険が
あります。誤飲の場合、吐かせていいものと
悪いものがあるので、まず何を飲み込んだか
落ち着いて判断することが必要です。

転倒してストーブに手をついてしまったり、台
所でフライパンやなべの取っ手に触れて中身
をこぼしてしまったりすることがあります。台
所も子供にとって危険な場所の一つです。

浴室の床やタイルは滑り止めマットをひくなどしてすべりにくくしておく。

子供のまわりに、つまずきやすい物や段差がないか確認する。
足のサイズに合った靴をはかせる。

外遊びをするときは、子供は思いがけないところに移動するので注意する。
子供の行動を良く観察し、安全に遊べる環境を作る。

子供の年齢や能力に合った遊具を選び、
遊び方のルールを身に付けさせる。

交通ルールを子供に教える。道路を歩くときは手をつなぎ、大人は車道側を歩く。
三輪車や自転車は車が通らないところで乗るように指導する。

車のドアを閉めるとき、子供の指を挟まないか確認をする。
ドアやパワーウインドーはロックしておく。

子供を自転車に乗せるときは、足が巻き込まれないように、
ドレスガードの付いたものを選ぶ。

ベランダにはビールビンのケース、新聞の束、
高さのある植木鉢など、踏み台になるものは置かない。

子供がのぞきこめる窓には安全さくを付け、ベッドやソファー、
いすやテーブルなど子供の足場となる物をそばに置かない。

た

おもちゃを持って遊具の高いところか
ら飛び降りたり、砂場遊びのシャベル
で打ちあったり、縄とびやひもをすべ
り台やジャングルジムにかけて遊んだ
り、子供は大人が思い付かないような
遊びを見つけます。子供の遊んでいる
おもちゃや遊具環境、遊び方について
大人が常に確認する必要があります。
子供のおもちゃの大部分は安全に設計
されていますが、子供は本来の遊び
方で遊ぶとは限らないので常におも
ちゃの安全を点検しておきます。


